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イヰ 1論文はì:としてカリウムヘキサシアノジニ y ケラート( 1 )と種々のイjf~長ハロゲン化物との反応
むよび、それを Hl いる新しいイ{機反応の 11日拓を目的とする研究の成果を Sc述したものであり、その内
容は緒言および 5 }'(.:からなっている口
緒言では、本研究の位置づけ、目的および内容の概要を述べている。
第 l 章は、カリヴ i、ヘキサシアノジニッケラート( 1 ) (以下室昔体A と聞各記する)と種々の有機j\ ロ
ゲン化物との本溶液中にむける反応の結県を検討している。有機ハロゲン化物のうち、 α ， β 位ある

























(1 )ヘキサシアノシ、ニッケル錯体は、 -;!liの p-置換臭化ベンジルおよびα ， βーあるいは β ， y- 位に不
飽和r.ii1tを合むハロゲン化物と水溶液中で良好に反応する。
(2))j応の rf-l I Il J段階にむいて、ニッケル 炭素σ結合をもっ有機ニソケル錯体が't_ h文し、その結合の分
トIJiのね!立に従って、 ;J，素化、二量化あるいはシアノ化の 3 種類の反応のうちいずれかが起る。
(3) ;J，素化をうけな pハロゲン化物とニッケルカルボ、ニルとの反応を一酸化炭素共存ドに行なうと、カ
ルボニル化反応が起こる D
(41 オレフイン共存ドにむいては、オレフインのベンジル化、スチリル化カ'')1t行し、またシアノニッケ
ル封rWのかわりに、ニッケルカルボニルをm しミるとオレフインのシンナモイル化を行ないれ}る。
(5) トニフェニルクロムとアセチレンとの反応により、これまで知られていなかったアセチレンの鎖状;
:_ :II~ íヒを行ないうる。
以上の私l; 県は、金属錯体を用いる有機合成に関して重要な知見を与えてわり、子判有的にも工業面に
むいても大きな奇'与をなすものである。
よって本諭丈は博士論」どとして価値あるものと認める。
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